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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　６月　２９日（木）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・６/３０（金）・７/１（土）の２日間、放射線技師不在となります。６/３０は補助と

　して高橋（則）ＭＮｓが付きます。緊急の検査オーダーがある場合は、診療検査室の夏掘さんに連絡して下さい。

・現在、毎日・入浴日体重測定している患者様（体重管理している患者様）がいらっしゃいますが、測定値に誤差があることから、今後は『朝７時スタッフ立会いで測定』『衣服込みの測定値をそのまま記載』と決めています。

＜皮膚科診察報告＞

・沢田　三朗様～右足指間に表皮剥離見られ、アズクロ軟膏塗布　１回/日　追加処置となっています。軟膏処置の際は、部位状況を確認していきましょう。

・法霊崎　恵子様～両足首に湿疹見られ、デルモゾールＧ軟膏塗布　１回/日　追加処置となっています。清潔を保つよう足浴の徹底と、掻痒感・湿疹状況等観察・確認をしていきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察報告＞

・上久保　善郎様～６/２１　多飲水により水様の嘔吐多量にありましたが、その後は

多飲水行為、嘔気・嘔吐なく経過されています。引き続き、

　　　　　　　　　毎日の水分摂取チェックと１日２回（朝・夕）の体重測定を行っ

て頂き、又、水分の取り過ぎがなぜいけないのかなどの説明、理

解して頂けるよう関わりを持っていきましょう。

・小比類巻　昇様～診察時、「５５歳になる前に退院して働かなきゃならない。」「自分

　　　　　　　　　は病気ではない。薬も飲まなくていい。」と、病識に欠ける発言聞かれています。現在服薬拒否などはありませんが、今後、拒否・断薬も考えられる為、疾病教室を導入し、入院に至るまでの経過と振り返り、病気について理解出来るよう説明、関わっていきましょう。

・船場　幸子様～診察時「隣の部屋で夜の２２時頃までラジオを聴いてる人がいて…

　　　　　　　　今の所は我慢できて、眠れてもいる。」と話されています。先生より「我慢出来なく、眠れないようであればスタッフへ話してくるように」とお話がありました。睡眠状況や他患者様との交流状況、独語、発言内容、行動等に注意し観察していきましょう。

＜ＳＳＴ短期目標評価Ａグループ＞

テーマについて・・・短期目標評価を行っています。

法霊崎　恵子様～「同室者と食事について話をする」３０点

　　　　　　　　挨拶は出来たが、食事の話までは出来なかった。

平　京子様～「同室者と会話出来るようになる」８０点

　　　　　　あと１週間あれば１００点になれた

伊藤　雄一様～「新聞から話題をみつけて相手に話し掛ける」６０点

　　　　　　　話し掛ける事が難しかった

全体の総括・・・ウーミングアップで（歌遊びゲーム）で集中を図り、楽しく開始しています。短期目標の確認をすると４名が短期目標を忘れており、スタッフが読み上げ再確認し、評価して頂いています。点数５０点以下の方にはどこが不足点だったかを再確認して頂き、来月の短期目標設定を考えて頂いています。

＊メンバー調整していく事を考えていましたが、今後個人目標に沿ったＳＳＴ

（ロールプレイ）をしていく予定であり、本当にメンバー編成が必要なのか再度検討しています。

＜インシデントについて＞

・駒木　学様～服薬自己管理中の方。６月２１日（水）１５：５０準夜勤務者が病室をラウンド（服薬ボックス確認）すると、当日の水曜日の朝食後薬と昼食後薬が残っており、月曜日の朝食後薬と昼食後薬がなくなっているのを発見している。（薬の内容は同内容薬です）

　　　　　　　本人様へ確認すると「ボックス全部に薬が入っていて、つい端から薬を取ってしまった。俺が間違えた。」と話され、入れ替えしています。

　　　　　　　服薬ボックスを確認すると、始まり（左端）の曜日は月曜日になっており、定期薬は水曜日からとなります。本人様へボックスの曜日を変更（左端から水曜日に）してみてはどうかという意見を投げかけると「もう間違えないからこのままでいい。慣れたこの方法でいい。」と話されており、今回は「今まで通りのやり方で行っていき、様子をみてもいいのでは？」という意見がでました。今回のみならず、今後もこの件について・服薬改善案について意見交換していきます。

　　　　　　　＊スタッフは、病室ラウンドの際、残薬確認の他に曜日の確認も徹底し行っていきましょう。


































